
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立白幡中学校 ）     学校番号 ２０８                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 （知）主体的に学ぶ生徒 （徳）正しく判断できる生徒 （体）心身を鍛える生徒        

目 指 す 学 校 像 生徒が夢や希望をもって主体的に学び、豊かな自己実現を目指せるよう、教職員がきめ細かく支援する学校        

          

重 点 目 標 

１ 「教える」から「生徒が主体的に学ぶ」授業へ改革することにより、真の学力を身に付けさせる。 
２ 校内教育支援センター「Sola(ソラ)るーむ」の環境を整備すると共に、心の通い合う温かい学校づくりを推進する。 
３ 学校運営協議会に生徒の意見を取り入れると共に、本校教育活動の情報発信を拡大・充実させる。 
４ 生徒が安全・安心に過ごせる環境を整備し、利便性の高い教育環境（ＩＣＴ環境を含む）の充実を図る。 
５ 教職員の輪を充実させると共に、若手教員の人材を育成し指導力の向上を図る。 

 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 8年 2月 20日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 

○「年間授業日数 205 日以上」の規定が撤廃さ

れ、学びの質の向上が求められている。 

○全国学力・学習状況調査及び市学習状況調査に

おいて、全国や市平均に比較し良好である｡ 

＜課題＞ 

○市教委の研究指定「グローバル社会で活躍でき

る人材」の 2 年目であり、「理想の学校像」に

向け、学年ごとに「教える」から「主体的に学

ぶ」授業実践を研究しなければならない。 

○全国学力・学習状況調査において、「将来の夢

や目標を持っていますか」に肯定的な回答割合

(64.1%)が、全国平均(66.3%)を下回っている。 

○学びのポイン

ト「じ・し・

ゃ・ク」で学

習の質的向上

を目指す 

○生徒が自らの学習状況を把握し、目標

達成に向け努力する場面をつくるな

ど、主体的に学ぶ授業を実施する。 

○ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟﾀｲﾑ(放課後自主学習時間)を

実施する。 

○自動採点システムを活用し、個に応じ

た課題を明確にして個別最適な指導

を実現する。 

○1,2年生のｶﾘｷｭﾗﾑｵｰﾊﾞｰﾛｰﾄﾞについて、

1060 時間以内に削減できたか(R6 は

1069時間) 

○学校評価(保護者)「分かりやすい授業

にしていこうと努力している」の肯定

的な回答が 73%以上(R6は 69.9%) 

○1,2年生の教育課程を見直し、年度末まで

の授業予定時数を 1059 時間とし、ｶﾘｷｭﾗﾑ

ｵｰﾊﾞｰﾛｰﾄﾞを回避した 

○学校評価(保護者)「分かりやすい授業に

していこうと努力している」の肯定的な

回答が 68.0%だった。但し「そう思う」の

評価は、R6 は 22.5%だったのに対し、R7

は 24.0%だった。 

B 

○教育 DXの本格展開を進めるため、R7.3

から導入される学習者用新型タブレッ

トの導入及び運用と、ソフトウエアの

活用について、校内研修等を行いなが

ら円滑に進める。 

 

•生徒が自ら課題を見つけ、主体

的に学べるよう、さらなる工夫

を求める意見。 

•防災教育での「3 年生が 1 年生

に教える活動」は双方に良い学

びを生み、高評価。 

•進路・キャリア教育では、校長

による授業・面談が成果として

表れている。 

•タブレット導入は時代に合った

取り組みであるとの評価。 

•「特に要望なし」という肯定的

な意見もあった。 

○R6 に設定した

「目指す生徒

像」の実現に

向けた進路・

キャリア教育

の充実 

○学年ごとに進路・キャリア教育に係る

テーマを設定し、総合や学活の時間に

おいて探究する授業を実施する。 

○３年生の面接練習等の機会において、

将来設計をしながら進路選択をさせる

ことを重視した指導を実施する。 

○学校評価(保護者)「将来の進路や職業

などについて適切な指導をしている」

の肯定的な回答が 60%以上 (R6 は

58.5%) 

○学校評価(保護者)「将来の進路や職業な

どについて適切な指導をしている」の肯

定的な回答が 61.1%だった。 

○今年度新たに 9 月に校長が 3 年生の全学

級で自己実現に向けた授業を実施し 10 月

～12月に３年生全員と面談を実施した。 

A 

○R6～R8 に市教委から研究指定を受けた

「グローバル社会で活躍できる人材の

育成」に関する研究の集大成として授

業研究発表を実施する。 

2 

＜現状＞ 

○エンパワメントの視点をもって、誰一人取り残

すことのない Well-being(幸せ)を保証する教育

の実現を目指している。 

＜課題＞ 

○年間 15日以上の欠席生徒は 11.62%(R7.3)、「心

と生活のアンケート」(R7.1 実施)における面談

対象者は 11.62%が該当している。 

○教職員が生徒の気持ちに寄り添った愛情ある声

掛けを強化し、心温かく開かせ、個別的且つ特

性に応じた支援をすることが求められる。 

○Sola(ソラ)る

ーむの充実 

○教諭・さわ相・養護教諭・ＳＣ・ＳＳ

Ｗ・ＳＡ等が生徒の情報を共有し、

生徒理解に向け連携・協働する。 

○３類４層構造の教育相談を実践する体

制を強固にする。 

○積極的な情報共有に基づいた機動性の

高い協動的な組織により、Sola(ソラ)

るーむを運営できたか。 

〇スクールダッシュボードのライフ・ロ

グを活用し、生徒のリアルタイムな実

態を把握して、指導を実現できたか。 

○教職員間の情報共有により組織の風通し

を良くし、連携して動ける体制を整え、

Sola(ソラ)るーむを運営できた。 

〇スクールダッシュボードのライフ・ログ

を午前中のうちに確認し、生徒の状態を

適切に把握して、指導に活かせた。 

B 

〇おはようメーターの確実な実施を図る

ため、日課表を見直す。 

〇生徒が、さまざまな取組に対して失敗

を恐れずにチャレンジするとともに、

時に失敗する自分や未完成の自分を認

めることができるようにする。 
 

•生徒をよく見ているとの評価が

多数。継続した取組を期待。 

•タブレットを活用し、生徒と教

員のコミュニケーションを活発

にという意見。 

•アンケート結果から自己肯定感

の向上が見られ、生徒理解の成

果が評価される。 

•多様性尊重は重要だが、不干渉

にならないよう相互理解の機会

が必要との指摘。  

○個別的・包括

的な生徒理解

と支援の実現

と計画的な教

育相談活動 

○教職員の教育相談活動に関する知識・

技術の向上のため、外部から専門性

を有する講師を招き研修等を行う。 

○生徒の自己実現や援助希求能力の育成

のため、他職種等と連携し道徳やい

のちの支え合いの授業を実施する。 

○心と生活のアンケート(R8.1実施)の信

頼自己の平均が 8.15以下(R6は 8.22) 

○教職員一人ひとりの教育相談に関する

知識・技術の習得と向上を目的とした

校内研修が実施できたか。 

○心と生活のアンケート(R8.1 実施)の信頼

自己の平均が 8.17だった。 

○教職員の教育相談に関する知識・技術の

習得と向上を目的として、市心の健康セ

ンターから講師を招いて研修を実施し

た。 

B 

○生徒指導提要やいじめ法などに則した

いじめ防止やいじめ重大事態への対応

等について、専門家を招いて研修を実

施するとともに、いじめ撲滅に向けて

生徒の人権意識を涵養する。 
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＜現状＞ 

○生徒が意見を表明しやすい環境づくりと、学校

運営や地域形成の一員として民主的で公正な社

会を実体験できる場づくりが求められている。 

○昨年度から毎月学校公開期間を設定し、保護者

や地域の方々に学校教育活動を公開している。 

＜課題＞ 

○全国学力・学習状況調査において、「地域や社

会をよくするために何かしてみたいと思います

か」の質問に肯定的な回答をした生徒の割合

(72.2%)が、全国平均(76.1%)を下回っている。 

○生徒や教職員

による地元の

行事等への積

極的な参加 

○地域の自治会等と連携を図り、地域で

行われるさまざまな催し物について、

生徒や教職員が積極的に参加できるよ

う、計画を立てて実施する。 

○「浦和区民まつり」「地元自治会の夏

祭」「岸町小土チャレ」「避難所開設

訓練」等の地域主催の行事に、生徒や

教職員が参加できたか。 

○「浦和区民まつり」「地元自治会の夏

祭」「岸町小土チャレ」「避難所開設訓

練」等の地域主催の行事に、多くの生徒

や教職員が参加した。 

B 

〇引き続き、地域の自治会等と連携を図

り、地域で行われるさまざまな催し物

について、生徒や教職員が積極的に参

加する。 

 

•地域行事への参加が高く評価継

続的な地域関わりを期待。 

•学校運営協議会への生徒参加は

良い取組。自由な意見交換の場

へ発展を望む。 

•教育活動の積極的な情報発信は

評価された。 

•通学路の危険箇所調査を求める

意見。 

•生徒の自主的なボランティア企

画の推進を期待する声。 

○学校運営協議

会の充実 

○学校運営協議会に生徒が参加し、本校

の学校教育活動の現状と課題について

発表させる。 

○本校や地域の課題に対する生徒の意見

を反映した取組を具現化することがで

きたか。 

○初めての取組として、第２回学校運営協

議会において、各学年の代表生徒が参加

し、学年の様子や課題について発表した。 
B 

○学校運営協議会に生徒が参画し、生徒

の考えや思いを伝えるとともに、意見

を反映させた会議を実施する。 

○本校の学校教

育活動につい

て、保護者や

地域への周知 

○学校ＨＰに「今週の一枚」と「学校運

営協議会」のバナーを新設する。 

○新たにスクリレを取り入れ、たより等

を配信する。  

○本校の教育活動について、地域や保護

者に ICT 等を活用して周知する新たな

取組を実現することができたか。 

○学校ＨＰに「今週の一枚」(週 1以上更新)

と「学校運営協議会」(年 3 回更新)のバナ

ーを新設し公開した。また新たにスクリレ

を取り入れ配付物を配信した。 

A 

○ICT 等を活用して、学校ＨＰやスクリ

レ等を媒体にして、より一層開かれた

学校づくりを推進する。 

4 

＜現状＞ 

○校舎が竣工して今年度で 47 年目を迎え、経年劣

化による老朽化が見られる。 

○R8から段階的に 35人学級となることによる普通

教室の増加を想定した教室配置を整備する。 

＜課題＞ 

○昨年度策定した防災教育のカリキュラムに基づ

き、総合等の時間で学年ごとのテーマに目標達

成に向け、指導を充実させる。 

○教職員の連携

による学校の

安全管理の充

実 

○事務職員を通じて、毎月の安全点検で

あがった営繕要望の中から安全面を重

視して修繕に係る優先順位をつけ、学

校配当予算を計画的に執行する。 

○8 月に備品点検を実施し、粗大ごみ等

を適正に廃棄する等、用務員等と協働

して、校内の整理整頓を実施する。 

○生徒が南区避難所運営訓練に参加する

など、防災教育の充実を図る 

○経年劣化による危険個所を割り出し修

繕の実施することで、安全・安心な教

育環境の整備をすることができたか。 

 

○学校評価(保護者)「白幡中の施設・設

備は、学習環境として、ほぼ満足でき

る」の肯定的な回答が 65%以上(R6 は

62.7%) 

○経年劣化等による危険個所を割り出し、

防球ネットや給食室のスライサーや体育

館及び非常階段の扉など 6 か所を修繕し

た。 

 

○学校評価(保護者)「白幡中の施設・設備

は、学習環境として、ほぼ満足できる」

の肯定的な回答が 68.3%だった。 

B 

〇R8 年度から段階的に 35 人学級となる

ことを踏まえ、学級数の増加を見据え

て特別教室等を普通教室に変換する準

備を行う。 

〇防災アドバイザーや自治会等と連携を

図り、引き渡し訓練の方法を見直すな

ど、中学校区の防災教育に係る小・中

連携を強化する。 

 

•安全で過ごしやすい学校環境を

求める意見。 

•施設・設備は計画的に修繕が行

われているとの評価。 

•小中合同の引き渡し訓練は効果

的であり、継続を期待。 

•地域の高齢化に伴い、中学生が

災害時に主体的に動ける意識づ

けの重要性が示された。 

5 

＜現状＞ 

○タブレット等を適切な場面で用いた効果的な授

業の在り方について校内研修を重ねてきたこと

で、ICT を効果的に活用する教員が増えるな

ど、ICTスキル向上が見られる。 

＜課題＞ 

○ICT を適切な場面で活用した学びを通して、個

別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を

図ることが求められている。 

○若手の教職員の人材育成と職場環境の向上が求

められている。 

○ICTを効果的に

用いた授業改

善 

 

○若手教員の人

材育成と職場

環境の向上 

○教育研究所の希望研修や他校の授業研

究会に参加し授業力向上を図る。 

○若手教員を対象に、市の教育行政施策

等に関する学習会を実施する。 

〇ICT を活用した授業力の向上を図るた

め、校内で学び方改革推進担当を講

師とする「白幡 PC カフェ」を年に 5

回程度開催し、授業力向上を図る。 

○今年度転入した教職員が、職員会議終

了後に輪番で「危機管理スピーチ」

を実施する。 

〇「市教員等の勤務に関する意識調査」

の「職場に悩みや本音を分かち合える

教職員はいますか？」の肯定的回答が

60%以上(R6は 50%) 

〇授業力向上に係る本校教職員の実践的

な研修環境の構築 

○アシスタントティーチャーを受け入

れ、効果的に学校運営に生かすととも

に、人材育成をすることができたか。 

〇「市教員等の勤務に関する意識調査」の

「職場に悩みや本音を分かち合える教職

員はいますか？」の肯定的回答が 52%だっ

た。 

○教職員の授業力向上を目的に教育課程指

導課から講師を招いて研修を実施した。 

○２名のアシスタントティーチャーを受け

入れ、授業補助等の仕事をさせながら生

徒と関わりをもたせるなど、効果的に学

校運営に生かすとともに、人材育成をす

ることができた。 

B 

〇中長期的な展望に立って、学校の中軸

となる役職を担うミドルリーダーを計

画的に育成する。 

〇生成 AI や自動採点システム、Google 

Workspace などの円滑で効果的な利活

用を進めるための校内研修を計画的に

実施する。 

〇「白幡 PCカフェ」やアシスタントティ

ーチャーの積極的な受入を継続すると

ともに、教員同士がベテランも若手も

相互に教え合う体制を構築する。 

 

•市教委の研究活動への参加が、

教職員の意識向上につながると

の期待。 

•ICT 活用により授業力・職場環

境の改善が進み、生徒と向き合

う時間が増えるとの意見。 

•教職員が本音で語り合える小グ

ループ協議の場の設定を提案。 

•教職員の負担軽減を求める声が

多く、人員増加など職場環境改

善を望む意見があった。 
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